日倉（調）第0052号
令和2年5月27日
各地区倉庫協会　御中
一般社団法人日本倉庫協会
調査部長　鈴木　健寿
【周知依頼】SIIが令和2年度「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金
（エネルギー使用合理化等事業者支援事業）」の公募を開始
拝啓　平素より協会活動にご尽力賜りまして、誠に有難うございます。
さて、標記のとおり、一般社団法人 環境共創イニシアチブ（略称、SII）では、令和2年度省エネルギー投資促進に向けた支援補助金（エネルギー使用合理化等事業者支援事業）の公募を開始しました。
つきましては、会員事業者の方々が、補助事業を活用して省エネ設備の導入を図るケースもあるかと存じますので、本件周知をお願い申し上げます。
なお、会員周知用に、別添を作成しましたので、ご活用ください。
事業の概要や公募内容等についても別添をご参照ください。
敬具
追伸：
本ご案内は、FAXでも送信させて頂いております。
以上
令和2年5月27日
会員事業者　各位
一般社団法人日本倉庫協会
SIIが令和2年度「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金
（エネルギー使用合理化等事業者支援事業）」の公募を開始
　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　一般社団法人 環境共創イニシアチブ（略称、SII）では、令和2年度「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金（エネルギー使用合理化等事業者支援事業）」の公募を開始しました。
　この補助事業は、工場・事業場（倉庫含む）において、省エネ効果の高い設備の入れ替え等を支援するものです。
　詳細についてはSIIのWebサイト（https://sii.or.jp/cutback02/）をご確認ください。

■概要
Ⅰ.工場・事業場単位
（a）一般事業
　省エネルギー設備への更新、改修等、計測・見える化・制御等の機能を備えたエネルギーマネジメントシステム（以下「EMS」という）の新設により、原油換算量ベースで省エネルギー率５%以上又はエネルギー消費原単位改善率５%以上のいずれかを達成する事業
（b）大規模事業
　省エネルギー設備への更新、改修等、EMSの新設により、原油換算量ベースで省エネルギー量500kl以上を達成する事業

（c）連携事業
　複数の事業者間において、生産設備の統合やユーティリティーの共有によるエネルギーや生産品等の相互融通等により、一体となって省エネルギー化を図り、（a）又は（b）の要件のいずれかを満たす事業
（d）エネマネ事業
　SIIに登録されたエネマネ事業者と「エネルギー管理支援サービス」を契約し、SIIに登録されたEMSを用いて、より効果的に省エネルギー化を図り、EMSの制御効果と省エネルギー診断等による運用改善効果により、原油換算量ベースで省エネルギー率２％以上を達成する事業

Ⅱ.設備単位
　既設設備を一定以上の省エネ性の高い設備に更新する事業

■補助率
Ⅰ.工場・事業場単位
　中小企業等：補助対象経費の合計額の1/2以内又は1/3以内
　大企業：補助対象経費の合計額の1/3以内又は1/4以内
Ⅱ.設備単位
　中小企業等：補助対象経費の1/3以内
　大企業：対象外

※各事業で補助金限度額の上限と下限を設定
■補助対象経費
Ⅰ.工場・事業場単位
　設計費、設備費、工事費
Ⅱ.設備単位
　設備費のみ
■公募期間
　2020年5月20日（水）～6月30日（火）※17:00必着

■公募説明会
　新型コロナウイルスの昨今の状況を踏まえ、公募説明会は開催せず、SIIのWebサイトに掲載の動画にて、事業内容を説明しております。

以　上
